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ホ この論文は. 1988年9月19-2日日にキャ γベヲit(叶〉オ y、トヲりア国立大学で開催きれた
“Japanese Corporate Organization and lntern山 <:na(Adjl.stment"をテーマとするコンファ
レンスで報告した論文目“ Japanese Manufactll日 r-SupplicJ' Relationshi岡山 lnternational
Perspective: The Automobile Case"一一ーこの論::tは京都大学経済学部の英文ワーキング・ベ
ーパーーシリーズの第8号として研究者の闘で説 tれてき士ーーーの改訂版 それは. Pau¥ 
Sheard (ed.). Jatanese Corporation and lnterrul.i!onal AdJustment~ Allen and Unwin. Sydney， 





部省科学研究費補助金によった。。契約的枠組みとそれに関連する取引諸慣行の構i!t.!;I:，浅沼 (19創0，1984 b， 1989)によって研
究されている。生産管理とそれに関連する企業間内コーディネーションについては， rかんぱん
方式」によるョーディネーγzンを含め， 門田(1~183) と塩見(19850， 198出b)が照明を与えて







































展したシステムの基本的諸特徴が明瞭になぷ3 次にp アs Yカの自動車メーカ




















自動車メーカーの方を適宜， I中核企業J <~: '"1う名でもよぷ。また部品を供給











ーの中の一部，およびUA W(International Union， IJnited Aul:omobile， Aero 




































鋼のような基礎的原材料のサプライヤー， ijよび型・治工具やプフ γ ト建設+
ーピスのサプライヤーは，この数に入ってし、7}:LJJO もし型・治工具，プラン
2) 日本の自動車産業とのなにがしかの比殺を含めて?メ')カ自動車産業の分析を行おうとする
仕事で，早い時点で発表されていたものとして. .¥lt::ichuler， Ross， et a1. (1984)， Cole and 
y.ku，hiji (1984)，森・油井 (1982)，および西口(l惜のがあE。
3) 森・油井 (1982)および西日 (1988)士見よo阿lC.!;Iま， Colo and Yakushiji (1984)の中の




国際的展望の中で見た日本のメー プ7ー とサフライヤー との闘係 (219) 23 
ト建設サービス，基礎的原材料，および非生産目的用資材のサプライヤー，な
らびに限界サプライヤーを含めるならば， GMに対』ずるサブれライヤーの数は，

























24 (220) 第 149巻第4・5・E号
に分かれて加入していた的。 宝会の方は， 日誌の子会社と関連会社， 日産を主
要な顧客とする中小企業からなっており，品京会の方は 3 主要な自動車メーカ
ー全体を供給先とするような十分に確立した ~:~)~l メ副知ーを構成メンバーとし























ある部品メ カー --Asanu皿aand Kikutan.i (199:~> c:コ用語でいう!-:r衛星型のサプライヤー 」
一ー が.中核企業との関係の歴史的な由来にもとづい:二司つの舎に分属するものであっただけに，
「閉鎖的だ」という批判をこうむりやすかったといメょう。
国際的展望の中で見た日本のメー カー とザプ弓イ Tー との関係 (221) 25 
そのレベルでのサプライヤーの数を調べると，少し ~:IJ の仕方で光を当てること
ができる。 GMについていうと， 1986年現在，このおlぽ，ランシング工場のよ




































































プレス部品のような，その自動車メーカーが小規i誌のフェ』 λ ・リ 7 トを実施











28 (224) 第 149巻第4 ・ ~:i " e，号
アメリカ主主」土豆翠皇室宜
部品とサプヲイヤーとの」二記ご.つのカテコ')ーの聞の違いに応じて，フ才一


























国際的展望の中で見た日本のメーカーと+プライ~;'ーとの関軒 (225) 29 
不況がくるまでは，短期的志向の前に影が薄くなっ γ いたのである。
日本における契約慣往


















































のサプライヤーに発注が行われるようになり "'r'¥. 、る。 この排気管・マフラー・
7) たとえぽ，ブォ -F社に対する生産サプライヤ 0-;:'.1.98，6年晋1Eの数は， 1979年の数のちょうど
2/3であった。





















































出所:日本の主要自動車メー カ ならびに若干 í') サプライヤーにおいて1983~.例年
に筆渚が行ったインタピョ -elJさいの1;れT取りにもとづく。




する一一ーから48カ月前(図 1 の T，点に当/~:: ~;; ，)に開始される。このコンセプ
国際的展望。中で見た日本りメー カー と+プラ/γ とーの関係 (229) 33 
トえタディは， この特定のモデノレの製品計画に責任:在持つ小規模のスタップ
・グループによって遂行される。フル・スケーノレの紅織的な取り組みとしての
開発段階は，典型的にはその 1年後n すなわち目標時=点から86カ月前〔図 1の










立て工場での量産試作は図 1の T6 で開始きれるがr これは目標時点から 9な
いし 3カ月前のどこかの時点である。こうしたスす〆プをBてp 量産第 1号車
が組み立てラインから出てくるときp 開発段階は終「しJ 商業|拘生産段階が始
まるのである。

























様に応じ作られる fi~~; ~!~I (カ:ぇ声ム部品) 市販品
| タイプ
承認図の部品 | の部品
































図 1の T，点が到達されたあとではじめて uU~:~ {5ということができる。
他方，承認図の部品については，関与はJ 二h主主企業が部品の基本仕様十関係
するサプライヤーに伝達するさいに始まり!る。この基本仕様の伝達は，図













類の部品について川関与は， 目標時点から見て~:: id: ¥."、し 4年前に始まって
いる。」
実際に生じた変化についてのこの記述は，明らかに，市I~l~のスローガンに対










































ついては，次の 2 種類のデータが利用可能である。;，~-y， L985:fC-に各社D管理者たちと行ったイ
ンタピι ーにもとづき，太田 (Ohta1985)は， 日本，，)~gヮの自動車メーカーについて，次のよ




ると 60:40， 第3に三菱自工は67'37，第4に鈴一I‘12動車は 57:43である。 Oht.(1985)， pp 
71-73参照。次に， クラータと藤本 (Clarkand Fuj，!Iloto 198'7， 1991)は.アメリカ，日本，ヨ
-~ッパの三地域について， l!180年-87年に行わ~~1. 1::新車開発プロジ z グトの系統的調査を実施
¥.-，アメリカについて3社6プロジ広ク¥'，日本につい亡B社127'p"ジー グト，ヨ-"γパにつ
いて 9社11プロジェグトをカバーしたがE この過日2で次のデ巾タを得た。自動車メーカーが外部
から購入すz部品の種類ほ.(3) Supplier proprieU!1円 PH'':，(b) Black box parts. (c) Detail-ノ

























アメリカtは.(a) 3 %. (b) 16%. (0) 81.%;日本では.(a.) 13 %， (b) 6~~.%' ， (c) 30%; g - ~ -y 
パでは. (a) 7 %. (b) 399百.(c) 54%であった。なお，かれ ~:I")レう(，)は私の用語tの「市販品
タイずの部品J. (1)ほ「承認図の部品J. (c)は「貸与閣の部品Jに対応している。 Clarkand 
Fujimoto (1987). p. 741， T.ble 1参照。

















v(りは，典型的には m* と H よりもそ ILぞれ高くなるので， r ( t)は典
型的には什よりも低くなる。この意味にお v、て，サプライヤーは，しばらく
の間「赤字」で走らなければならない。 Lll"し』学習効果と，サプライヤーが
































提案に対する報酬として 1 千円をサフプ号ライヤ}に守ι北l之t~ 部品 1 個当り 1 万円を
払い続ける。こうした上積み額が支払われる期聞のzZ，さはp 中核企業の側がど
の程度その提案に寄与したかによ。て異なる。たとえば;よその提案がもっぱら
40 (236) 第 149巻第4・，， 6号
サプライヤーの創意工夫にもとづいている場合にはp 改善提案報酬が支払われ
る期聞は 1年にわたるかもしれないが， も I_，~中核企業の側がサプライヤーと同
じだけの寄与を行なったのであればn 期間 1:，;半年にな Qかもしれない。これが，
サプライヤーに対して即時に報酬を与える川カニズムである。































































































いて，自動車メーカーは，異なったボデー .jJイプq コンジ:ノ .jJイ7'， トラ








の特定のパリ ι ーンョンをそのオーダーがディ ラ によって投入されてから
組み立て，その草を， もとの注文を出したユーザーいっそF元tこp 可能な最短の時



















































13) との節で記述きれた「フレキシザル生産システム」の情報処砲oiは， 1"オー ダー ・エシトリー
・シ戸、テム」とよtまれている。 ζのオ-:;'ー ・エントリー ・〆つ、テムを詳細に調べたものとして，
岡本(1985)がある。また，ここで扱ったトピッグのさらに幹細な議論の士bには，門因。983).
塩見 (19858，1985b)，浅沼 (1986，1990)，およびA.sanu日 a<199]:) '!:審問せよ。










































ョ Y も， この慣行の成立に寄与したと思われる。耳目 jlの当事者たちが生存を守
るためには，賃金と同様，部品価格も，少なくと kその程度の頻度で再調整す
ることが必要となったからである" ¥， 、ずれにせよ 3 アメ日カでは，賃金と価格
の調整のためのィ γF パーノレは， もっと長かっt:L いまても長L、。部品価格
については，すでに言及したように 1年だった円賃金については，典型的
な賃金協定の有効期間は 3年だったが，そうした協定は 1表迂まで， COLA 




の値段 (f.o. b.価格〉が使われる c
そうした遣いの多くについて，アメリカで操業，ている日本に本拠を置〈企




小野(1981)も， 日本の自動車メー カー が相対的に固定的:!'i~)..プライキ-のセァトを相手として
安定的で長期的な関係官築きはじめたのは1936年でめると主張している。
48 (244) 第149巻第4ペ l令6号































なんとか工夫して， この要求を満たしてきた。もっこ J主体的にいえば， 日本の
中核企業は，サプライヤーが賃金費用の増加を価格J二転嫁するのを許してこな



















































国際的展望の中で見た日本のメー カ-1:;サプヲイヤー との関係 (247) 51 























このフィロ Yフィー は， 日本の企業にとって基2午、的なものごあるが，アメリ
カに本拠を置〈メーカーにはまだ十分理解されていな‘いし， 上り一般的にいっ
て， 日本の多くの学者や政策形成者を含め，学者ゃ政策形成;者の聞でまだ真価
が理解されていない。前に言及したように3 日本の企業は， 訂λ タム化された





















部品を供給する企業だと想定されていると l うこと当日現いてきた。さらに， ト
17) 部品供給の問題とは別の， しかし密接に関係し「二、石領域において，アメリカで操業している
日本に本拠を持つ中核企業は，次のような調達上の IH，~~にI百じてきた。第 l は，アメリカで金型
を調達すると，通常， 日本よりも顕著に長い時間i:，'，'l、かり， また上り高くつ〈ことである。しか
Lながら， 日経産業新聞1991年11月2日号による"， フケハ fフ「にあるホンダの製造会社は， 自社
からの技術移転のプロセスを経ためと，アメリカの ri~~~ メ カー かbの調達吉開始した。第2に，
円本の鉄鋼メー カー が円本の自動車メー カ-!;:共同Iq発いピタイプの防錆鋼板ほ当初アメリヲりで
は調達てきなかった。 ζの問題は日本の鉄鋼メ一刀ー か占 7メリカの鉄鋼メ カー への技術移転
により解決された。




































9月以降直面した危機に対処しp 乗り切る J とができたのであった。
日本電装や三菱電機のようなすでに確立した企業で， しかも高度の能力を持
っているサプライヤーには，中核企業が救l，をさし(1)ベる必要はほとんどなか
った。そうしたサプライヤーは自分で危機に対処しえ o 歴史的に， もっと小規
模の地場の企業は中核企業から技術的な助;引を受けてきているのであるが，
1985年 9 月以降の危機の時期においては~ ::~:i 咳企業はそうした接触の頻度を増
やし，同時に，サプライヤーの工場を指導に訪れるメ、員の数を増した。日常用
語でL、う下請け企業のイメージに近いこう J た企業 小規模で技術的に見て







































































国際的展望の中で見た日本のメーカーと+デライ"山土の関係 (253) 57 
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